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第2分科会へようこそ！ 

● カリキュラム案で示される 

 「行動・体験中心の活動」って？ 

● 事例紹介 

  ～ 難民支援の現場から ～ 

2 

 ●  カリキュラム案って 

       どうしてできたの？ 

 ● 標準的なカリキュラム案って？ 

1 

4 

● 教材例集活用の留意点 
 
● 質疑応答 

3 

● 行動・体験中心の活動を 

    デザインしてみよう。 

ミニ 
ワークショップ 



１「標準的なカリキュラム案」について 

 

●  「標準的なカリキュラム案」誕生の背景・課題・経緯 

 

● 「標準的なカリキュラム案 」の内容 

 

● 「標準的なカリキュラム案」をどう活用するか 

         －教材例集を中心に－ 

 

 



背景・課題 

【グローバル化】 

   ●グローバル化が推進し、人の国際的な移動も活発化 

   ●日本に在住する外国人数の増加 

    約108万人（平成２年末）⇒約207万人（平成25年末） 

   ●日本国内の日本語学習者数の増加 

    約6万人（平成２年末）⇒約１6万人（平成25年末） 

【目的に対応した日本語教育の必要性】 

   ●生活上の基盤を形成する上で必要となる日本語教育（「生活者と   

   しての外国人」に対する日本語教育）の内容・方法が十分に開発   

   されておらず、開発が必要。 



 
文化庁文化審議会国語分科会日本語教育小委員会において 

 

【どんな人が活用する？】 
    一義的には各都道府県、市区町村における日本語教育担当者及び 

  コーディネーター的役割を果たす人 
 

【どんな人に対応するために？】 
    「生活者としての外国人」（全ての外国人の生活の側面） 
 

【何をするのか】 

     生活上の基盤を形成する上で必要な日本語教育を行う 

     際の内容・方法 

・・・・・について検討 



   日本語教育小委員会での検討と成果物 

ハンドブック p.2 

①H22/5「生活者としての外国人」に対する日本語教育の   

                 標準的なカリキュラム案について  
カリキュラム案 

教材例集 

ガイドブック 

指導力評価 

能力評価 

②H23/1「生活者としての外国人」に対する日本語教育の 

              標準的なカリキュラム案 活用のためのガイドブック  

③H24/1「生活者としての外国人」に対する日本語教育の 
                標準的なカリキュラム案 教材例集  

④H24/5「生活者としての外国人」に対する日本語教育に 

     おける日本語能力評価について  

⑤H25/2「生活者としての外国人」に対する日本語教育に 
      おける指導力評価について  
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 標準的なカリキュラム案とは・・ 

●基本的な考え  

 「生活者としての外国人」に対する日本語教育は対話による相互理解の 

  促進とコミュニケーション力の向上を図り、「生活者としての外国人」  

  が日本語を用いて社会生活に参加できるようになることを目指す。 

 そのための具体的な内容やプログラムを検討･作成する際の基となる。 

●内容  

 生活の基盤を形成する上で必要不可欠な生活上の行為の事例、そこで 

 必要となる日本語学習の項目と要素（能力記述、言語要素、社会・文化 

 的な情報など） 

●利用者  

   自治体等の日本語教育担当者、日本語教育コーディネーター的役割を果  

 たす人、教室活動を行う人等 
 

ガイドブック p.1 



標準的なカリキュラム案 目的・目標 

【目的】 

 言語・文化の相互尊重を前提としながら、「生活者としての外国人」   

 が日本語で意思疎通を図り、生活できるようになること 

【目標】 

 日本語を使って…                       

 ●健康かつ安全に生活を送ることができる 

 ●自立した生活を送ることができる 

 ●相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることができる 

 ●文化的な生活を送ることができる 

                   ・・・ようにすること 
 

ハンドブック p.７ 



標準的なカリキュラム案における 

     言語・言語習得の考え方 

●言語 
 思考、想像、感情や考えの表現、周囲の人との触れ合いや語り合い等、    

 様々な生活上の行為の中で多様な役割を果たしている。 

 
●言語学習 
 学習者が「できるようになりたい」と望む生活上の行為を 適切に選ぶ 

 
●教室活動 
「できるようになりたい」と望む生活上の行為と教室活動がつながって 
 いる⇒体験･行動中心の活動  
 

●日本語教室から地域社会へ  
 学習者の主体性、自律的な学び 地域住民との協働活動、 

 対等な人間関係、ネットワークの構築、エンパワーメント、社会参画 

ガイドブック p.3 



カリキュラム案     

ガイドブック 

教材例集 

能力評価 

指導力評価 

標準的なカリキュラム案 5点セット 

  
H22/5 

  
H23/1 

  
H24/1 

  
H24/5 

  
H25/2 

「生活者として
の外国人」に
対する日本語
教育の内容 

 
カリキュラム案
の内容を地域
や外国人の
状況に合わせ
るときのポイン
トの解説 
 

振り返りの
方法とポー
トフォーリオ
の提示 

実践の振り
返り/点検/
改善 
⇒実践者
のコミュニ
ティの形成 

行動・体験中
心の 教室活
動における教
材の例示 

学習者に 
ついて 

指導者に 
ついて 

行動・体験中心の教室活動へ
の参加による日本語学習、 
相互理解 

生活上の行為の事例 
多言語翻訳(23言語）  

ハンドブック♥           
        Ｈ25/8   



 
 
地域の教室に来る「生活者としての外国人」 

母語 
さまざま 

宗教 
さまざま 

在日年数 

  来日直後～長期   

     国籍        
さまざま 

  年齢 
 さまざま 

  

ニーズ・目標 
さまざま 

４技能の 
アンバランス 

 
レベル差  

多様性 
人もクラスも 

 

学習経験差  
   

 

日本での 
生活体験

差 

生活上の課題 
さまざま 

 
職業 

さまざま 

  

体調 
さまざま 

民族 
さまざま 

日本語力 
 入門～中上級 

背景 
さまざま 

  このようなクラスで教科書に沿って一律に教えるのは困難・・・。 
  でも、     



 
 

「行動・体験中心の活動」による共同的な学習で多様性に  
 対応できるのでは？ 

協力者 

コーディ
ネーター 

指導者 

母語 
さまざま 

宗教 
さまざま 

在日年数 

  来日直後～長期   

     国籍        
さまざま 

  年齢 
 さまざま 

  

ニーズ・目標 
さまざま 

４技能の 
アンバランス 

 
レベル差  

多様性 
人もクラスも 

 

学習経験差  
   

 

日本での 
生活体験

差 

生活上の課題 
さまざま 

 
職業 

さまざま 

  

体調 
さまざま 

民族 
さまざま 

日本語力 
 入門～中上級 

背景 
さまざま 

日本での 
生活体験差 



標準的なカリキュラム案における 

     言語・言語習得の考え方 

●言語 
 思考、想像、感情や考えの表現、周囲の人との触れ合いや語り合い等、    

 様々な生活上の行為の中で多様な役割を果たしている。 

 
●言語学習 
 学習者が「できるようになりたい」と望む生活上の行為を 適切に選ぶ 

 
●教室活動 
「できるようになりたい」と望む生活上の行為と教室活動がつながって 
 いる⇒体験･行動中心の活動  
 

●日本語教室から地域社会へ  
 学習者の主体性、自律的な学び 地域住民との協働活動、 

 対等な人間関係、ネットワークの構築、エンパワーメント、社会参画 

ガイドブック p.3 

体験・行動中心の活動には 
多様性に対応する様々な学びの 

要素が含まれている。 



教室活動を始めるにあたって 

【学習者の状況の把握】 
  学習者の背景・状況は？  

    生活課題は？ ニーズは？ 

 

【教室では学習者の声を 

 よく聴いて・・】 
    先ず信頼関係をつくりましょう 

  学習者はあなたの「隣人」 

 

【無理なく実現できるところ 

 から始めましょう】 
     そして・・ 

    

      

●カリキュラム案 
 生活上の行為の事例一覧 
 （多言語翻訳23言語） 
 
●ガイドブック 
  地域や外国人に合せた日本語  
    教育を実施するためのポイント 
  
●教材例集 
 地域の状況、学習者のレベルに 
   合わせて改変が可能 
 
●能力評価 
 自己評価、目標設定、動機づけ 
   
●指導力評価 
  実践の振り返り、点検、改善、     
  地域コミュニティの改善 

 ５点セットは教室活動へのヒントがいっぱい！ 

ＰＤＣＡ 
サイクル 



２ 事例紹介－定住支援施設における難民への日本語教育の現場から－   

【対象】       条約難民とその家族 

【教育目標】     難民およびその家族が日本社会で自立した生活を営むために必要 

           な日本語力をつけるため、「生活者のための日本語教育」を実施 

                          →カリキュラム案の「目的、目標」と共通 

 【学習者の年齢】１０代～６０代  

 【在日期間】  数ヶ月から十数年 

 【出身国】   アジア、アフリカ （ミャンマーが多数） 

 【クラスと学習者の特徴】  

            ● 在日期間、年齢、学習経験、国籍、民族、母語等が多様 

              ● クラス内 レベル差が非常に大きい。（入門者から中級まで） 

           一人の学習者の内の４技能の力がアンバランスである。 

         ● 難民特有の背景がある 

 



条約難民クラスにおける指導方針  

 
【エンパワーメント】 
               

  ありのままの自分に自信をもち、 

     自己表現していく力をつける日本語教育  

 
【人間関係構築力】 
             

  日本語で他者と関わり、良好な人間関係を 

     構築していく力を育てる 

 
【自律学習能力】 
  自律的に学習していける力を育てる 

   学習カウンセリング、毎日の学習日記、ファイリング指導 
   自己評価、ポートフォーリオ作成などを通した学び方の指導 

 

  
  (ハンドブックP28) 
獲得された意思疎通の手段に
より、人とつながること、言
葉の壁によって発揮できな
かった自分らしさや力を取り
戻したり、発揮できたりする
ようになること、そして社会
の一員として自立し、社会生
活のあらゆる領域に参画する
こと「エンパワーメント」を
実現することによって初めて
目標に到達したということが
できます。 

 

ハンドブック p.28 
コラム⑦ 

ハンドブック p.28 
コラム⑥ 

能力評価 

条約難民クラスにおける指導方針  



指導方法・内容 
  
● 教室を「社会」と捉え、本物のコミュニケーションを言語の学びに結びつける。 
● 相互尊重による対話を促し、自己表現をサポートする。 
● 文型積み上げではない。文法は文脈の中で適宜、指導する。 
 

生活ガイダンス 

一般言語項目 
 

文字・文法 
作文 

詩や歌 等 

戸外学習 

ユニット学習 
総合型・活動型学習 

自己紹介、買物、外食、人間関係
形成、街を歩く、交通機関の利用、 
安全、健康、防災、病院の利用、
自国紹介、役所の手続き・・・・ 
 

   

 
カリキュラム案「生活上の行為の事例」に相当 



クラス授業における事例 その１  
  08 自力で移動する（12) 徒歩で移動する 
 

【前提】 
 生活空間に馴染む → 生活空間が広がる / 生活空間を広げる 
   
     
  海外の知らない土地で目的の場所が分らないのはとても心細いもの。目的地までの  

    道を尋ねて、自力で移動できるようになることは大きな自信につながる。 

 
【そのために必要な力は何？】  
  知らない人に話しかける力、 
  ことばと表現、街中の表示を読み取る力 等  
   
【上記までにもっていくステップ１～４】 
  身の回りのモノの名前に親しむ 位置関係の言葉、 
  人と関わるときの表現 
                     →  
    
   これらの活動を通してなんでも学習になることを教える 
 
 
 

教材例集P149より 

センター内探検  地域探検 地図を描く 発表する 

カリキュラム案
P62～64 



         町へ出かけよう －地域探検－ 

教材例集P148  

教材１教室周辺の町や地図を示して対話へと誘う 

ここは知っている？これは何？  
どうやって教室までくるか等 
改めて説明するとなるとなかなか難しいもの 
言葉や表現の練習をする。 

教材２    
ことば・表
現を知る  

イメージ
をつかむ 



さあ、町に出かけよう！  

生活漢字を読む 賽銭箱を覗く 

実際に町を歩きながら、言葉を学ぶ。メモする 

古本屋に 
立ち寄る 

写真に撮る 

体験・行動
する 

1204040 目的地
までの道を尋ねる 

ハンドブックP22  コラム⑤ 



 町で調べたことをまとめて発表する 

協働で地図をつくる 

力を合わせて発表する 

質問に答える 

発展的な 
活動 

GガイドブックP41 
(4)プロジェクトワーク 



    
（補足）「地域探検」の前の段階でしていること 

モノの名前を知る センター内探検 

生活上の行為の事例(買い物等）にも有用 

GガイドブックP42 
(5)インタビュー・アンケート 



【人間関係構築力も一歩一歩】 

   

   
  
   

 

                  

   

 

 
 

教室から教室外へ、そして地域へ！ 

 

 

クラス授業における事例 その２   

 （31）人と付き合う (35) 地域社会に参加する 

             

コミュニ

ケーション

成功体験 

自信 
エンパワー

メント 
地域 (職場） 

地域(学校） 

ハンドブックp28           
コラム⑥社会参加 

身の回りの人 
(センター職員他） 

  地域 (地元町内会） 

 
教室内 
人間関係 

 



 
人間関係構築力 Step by Step 
 Step1 クラス内で   
 

 クラスを一つの学習共同体にする 

 名前、名前の意味、出身、 家族、住んで 

 いるところ、趣味、仕事 

 

  

 

自己紹介 

教材例集 
(31)人と付き合う 

(31)活動2 －どうぞよろしく！           

教材例集p.154～  



 Step２ 教室の一歩 外で   

 
活動: 身近な人にインタビュー 

 

      

  

  活動:インタビューをまとめる 

教材例集(31) 
 人と付き合う 



活動： インタビュー （身近な人をもっとよく知る） 



Step３ 地域に出て行く準備    

• 活動 あなたがコーチ 

活動：自国紹介 活動：あなたがコーチ 

 
教材例集 (31) 人と付き合う 

 



  
Step４ 地域と共に行事を行う  
 
 
 
 活動：  七夕交流会 

フォーマルな自己紹介を体験 

 
教材例集   
    (31) 人と付き合う 
 （35)活動４行事に参加しよう 

 

自国紹介 



母国の手遊びを一緒に 

ミャンマーの化粧タナカを体験 

浴衣を着せてもらう 

一緒に短冊に願いを 

協力者も楽しい・・・ 



教材例集(３５)地域社会に参加する 

一度体験すると自信となって 
次は一人でも参加する気になる。 

輪になって盆踊り 地域の行事に参加する 



地域と共に暮らす力をつける 

活動振り返り 

町会へのお礼状 

当初はなんとなく遠慮がち・・・ 

こんなに自然な交流が・・ 



 

日本語指導者、コーディネーターは協力者との連携のもと、     
学習者の世界を広げる手伝いをする存在 

 

ハンドブック<コラム④>             
地域における日本語教育の   
多様な学び 
    
 

ハンドブック<コラム⑥>             
社会参加 

 

ハンドブック<コラム⑤>             
行動・体験中心の教室活動 

 

ハンドブック<コラム⑦>             
エンパワーメント 

 

・学習者の主体性を尊重 
・自律的な学びを促進 
・地域住民との協働活動 
・人間関係構築力 

・言語・社会・文化的な知識  
・生活上の行為が行えるよう 
 になることを目指して。 
・可能性は無限 

・言語・文化の相互尊重 
・外国人の社会参加の促進 
・多文化共生社会実現のため 
 の共通語としての日本語学  
 習の促進 

・自信をとりもどし 
・自己実現することを後押し 
・社会の一員として自立 
・社会生活のあらゆる領域に  
 参画することを促進する 



３グループワークタイム 

学びの 
共同体 

 
学習者も 
支援者も 
一緒に！ 

 
生活者とし
ての外国人 

 
多様性を受
け入れる 

 
 

行動・体験
中心の活動 

地域の 
リソース 

【前提】教室に来る学習者の多様性を受け入れ、行動・体験中心の活動 

    を通して学びの共同体をつくる   

【対象】成人を主な対象とする「生活のための日本語を学ぶ教室」 

【課題Ａ】人とつながる    

【課題Ｂ】自力で移動する  



ワークの段取り 
 

 

Step1．はじめに  

 

Step2. 自分の連れてくる学習者をメンバーに紹介 

         

Step3. 教材例集を見ながら課題Ａ、課題Ｂについて具体的な事例を 

     考えましょう。 

 

Step4. 皆のアイデアをつなぎながら、どんな活動が 

     できるか具体的な活動を 班ごとに書き出してみましょう。 

                

Step5. 活動の流れをまとめてみましょう。 

 

Step6. 結果のシェア 
 

 

   

 

どんな学習者で 
構成される教室に
なりますか 

今日は小さな 
活動でＯＫです 



Step 1 

０-0自己紹介 

   名前 ＋α（名前の意味） 

0-1 班の名前を決めてください （模造紙に記入） 

 

 

教材例集(31) 
 人と付き合う 
 
活動２ どうぞよろしく 



Step 2 

● 自分の想定する学習者について、ポストイット  

 にメモしてください。 

  (イメージが湧かない人はパスもＯＫ） 

 １ 国籍・言語 

 ２ 性別 

 ３ 何歳位？ 

 ４ どうして教室に連れてくる？ 

 ５ できれば簡単な似顔絵も・・・ 

●模造紙の中央に貼りながらメンバーに紹介して  

 ください。  



Step 3 
 

  

【課題Ａ】人と付き合う 

   

    具体的にどんな生活上の行為の事例が考えられるでしょうか。 

  どんな教室活動が考えられるでしょうか。 

    教材例集 P.154～P.166 (3)人と付き合う を参照してください。 

 

【課題Ｂ】自力で移動する 

 

  具体的にどんな生活上の行為の事例が考えられるでしょうか。 

      どんな教室活動が考えられるでしょうか。 

  教材例集 P.143～P.153 (3)徒歩で移動する を参照してください。 

 

  

●来日間もない外国人が生活上の基盤を形成する上で必要であると  
 思われる生活上の行為の中で・・・ 



Step 4 
では、具体的な行動・体験中心の活動 をデザインしてみましょう！ 

活動プラン： イメージの具体化 

出てきたアイデアを 
どんどん余白に書こう！ 

モノでも人でもどんな 
出来事でも学習素材になる！ 

ここから
Start! 

地域 
リソース 
人・モノ 

地域 
リソース 
人・もの 

学習
素材 

学習
活動 学習者

＋課題 
A/B 

学習
活動 

学習
素材 

 
学習
素材 
 

学習
活動 

グループ名 

参加者名 

教材例集を参考にしてOK！ しかしあくまでスタートは学習者！ 



Step 5  
具体的な一連の活動の流れを確認して活動デザインにする   

出てきたアイデアを 
どんどん余白に書こう！ 

モノでも人でもどんな 
出来事でも学習素材になる！ 

ここから

Start! 

地域 
リソース 
人・モノ 

地域 
リソース 
人・もの 

学習
素材 

学習
活動 学習者

＋課題 
A/B 

学習
活動 

学習
素材 

学習
素材 

学習
活動 

グループ名 

参加者名 

教材例集を参考にしてOK。しかし、あくまでスタートは学習者！ 



シェアタイム 

皆の「アイデア」を共有しましょう。 



  
最後に：教材例集活用の留意点 

  
「教材例集」には、そのまま使えるものもあるかもしれませんが、 

 多くの場合、作り直す必要があるか、まったく使えないものもあります。 

   

  《教材》から「始める」のではなく 

  《学習者》から「始める」 

 

 

 

  

 だから・・・ 

「教材例集」は、参考例です。 

 
活動案 
教材 

 

 
生活上の行為 

（できるといいこと） 
 

 
地域・学習者の 
生活課題・ニーズ 

 



 
 

 

 

       ご質問があればどうぞ・・ 

 



本日はここまで。 

ご参加ありがとうございました。 

今日の出会いを大切に・・・ 

内藤真知子 
machiko.naito@ajalt.or.jp 

イラストは文化庁ＨＰ 「生活者としての外国人」のための日本語教育 
            ハンドブック  
            難民に対する日本語教育「にほんごえじえん」より 


